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７月末現在の会員数556人
（男性342人・女性214人）

沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
会
員
の

健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、

令
和
元
年
度
「
安
全
・
適
正

就
業
推
進
大
会
」
が
７
月
16

日
、
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
１
１
５
人
（
昨
年
は
１

４
０
人
）
。
大
会
は
高
吉
満

弘
さ
ん
の
司
会
進
行
で
始
ま

り
、
上
原
秀
雄
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、
小
橋
川
啓
安
全
・

適
正
就
業
委
員
長
か
ら
事
故

状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。
体

験
発
表
で
は
公
園
草
刈
第
６

班
就
業
会
員
の
高
江
洲
徳
秀

さ
ん
が
、
日
頃
実
践
し
て
い

る
事
故
防
止
対
策
な
ど
に
つ

い
て
語
り
、
安
全
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

最
後
に
、
沖
縄
警
察
署
交

通
対
策
課
の
吉
元
弘
一
警
部

補
が
「
高
齢
者
の
交
通
安
全

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
特
別

講
話
を
行
っ
た
。

（
２
，
３
面
に
関
連
）

上
原
秀
雄
理
事
長
挨
拶

安
全
で
安
心
な
就
業
環
境
づ
く
り
を

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
開
催

本
日
は
、
安
全
を
何
よ
り
も
優
先
す
る
立

場
か
ら
、
私
ど
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
安
全
・
適
正
就
業
を
さ
ら
に
推
進
し
、
そ

れ
を
再
認
識
す
る
重
要
な
大
会
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
の
会
員
の
皆
様
が
、
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
就
業
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
お
互
い
の
会
員
同
士
に
と
っ

て
一
層
の
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
年
号
も
変
わ
り
令
和
と
い
う
新
し
い
年
度
に
向
け
て
、

本
日
は
、
新
た
に
出
発
す
る
日
で
あ
り
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、

た
だ
今
「
１
５
０
日
無
事
故
」
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

絶
対
無
事
故
、
安
全
で
安
心
な
就
業
を
目
指
し
、
そ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
日
で
も
あ
り
ま
す
。
本
日
よ
り
再
出
発
を
期
し
て
、
所

期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
、
再
確
認
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
り
、
ハ
ッ
ト
し
た
り
す
る
の
は
、

決
し
て
偶
然
の
出
来
事
で
は
な
く
、
そ
の
前
触
れ
が
必
ず
あ
る
と

い
う
現
象
を
指
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
現
象
に
気
づ
か
ず

疲
れ
を
た
め
た
り
、
無
理
を
し
た
り
し
て
、
自
分
の
体
調
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
ず
事
故
に
遭
遇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
法
則
」
と
い
う
現
象
を
回
避
す
る
た

め
に
も
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
疲
れ
を
た
め
な
い
よ
う
、
そ
の
対

策
に
十
分
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
お
互
い
の
気
遣
い
や
声
掛
け
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
会
員
の
皆
様
、
ひ
と
り
一
人
の
日
々
の

体
調
管
理
を
怠
ら
ず
、
素
晴
ら
し
い
シ
ル
バ
ー
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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で就業の確保を！
多彩な取組み

“ 安 全 ・ 適 正 就 業 強 化 月 間 ” 出 発 式

草刈、公園清掃グループ会員２６人参加

「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
初
日
の
７
月
１
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
草
刈
、
公
園
清
掃
グ
ル
ー
プ
の
会
員
26
人
が
集

い
、
出
発
式
を
行
っ
た
。
昨
年
度
発
生
し
た
事
故
の
反
省
を
踏
ま
え
、

事
故
撲
滅
に
向
け
て
参
加
者
全
員
で
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

上
原
秀
雄
理
事
長
は
「
今
の
と
こ
ろ
無
事
故
記
録
が
１
３
５
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
は
重
篤
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
ど
ん
な
状

況
で
も
常
に
安
全
を
心
掛
け
る
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
ほ
し
い
。

特
に
熱
中
症
に
は
、
し
っ
か
り
対
策
を
し
て
健
康
管
理
も
万
全
に
」

と
会
員
の
安
全
就
業
を
強
調
し
た
。
続
い
て
、
浜
比
嘉
宗
明
副
理
事

長
は
「
夏
場
を
迎
え
、

熱
中
症
に
は
気
を
付
け

な
が
ら
作
業
は
お
互
い

が
連
携
し
て
安
全
に
就

業
す
る
こ
と
が
大
事
。

ま
た
、
来
る
16
日
開
催

の
安
全
・
適
正
就
業
推

進
大
会
に
は
、
多
く
の

会
員
が
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
」
と
呼
び

掛
け
た
。

最
後
に
、
公
園
草
刈

第
６
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

の
平
良
好

市
さ
ん
が

「
眼
前
掲
示
の
安
全
就

業
心
得
十
カ
条
を
示
し

な
が
ら
、
安
全
第
一
の

適
正
就
業
で
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
そ
う
」
と
力
強

い
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で

私
は
出
身
地
を
泡
瀬
の
高
江
洲
で
す
か
と
よ
く
聞
か
れ
る

が
「
山
原
の
タ
カ
エ
ス
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
就
業
場
所
は
倉
浜
の
最
終
処
分
場
で
し
た
。

そ
こ
で
は
、
ビ
ン
類
の
仕
分
け
や
ベ
ッ
ド
、
ソ
フ
ァ
、
イ
ス

な
ど
の
解
体
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
月
の
６
月
か
ら

草
刈
班
と
し
て
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
仕
事
に

対
し
て
は
、
事
故
防
止
に
対
す
る
心
構
え
と
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
輩
方
の

教
え
と
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
仕
事
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
し
く
働
く
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

草
刈
班
の
一
日
の
始
ま
り
は
、
就
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
始
ま
り
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
作
業
の
段
取
り
、
道
具
の
下
準
備
な
ど
の
確
認

で
す
。
作
業
に
入
る
と
、
ブ
ロ
ワ
ー
や
熊
手
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど

道
具
の
使
用
方
法
、
ま
た
慣
れ
な
い
刈
払
機
の
取
り
扱
い
な
ど
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
同
僚

か
ら
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
業
道
具
を
正
し
く
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
を
安
全
に
進
め
る
た
め
に
、
危
険
が
あ
る
と
き
は
ベ

ル
を
吹
く
が
、
す
ぐ
に
察
知
し
素
早
く
反
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
一
日
の
作
業
は
無
事
に
終
了
し
ま
す
。

以
前
に
勤
め
て
い
た
職
場
で
は
、
壁
に
「
安
全
第
一
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
あ
り
、
一
年
を
通
じ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
無
意
識
に
見
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
今
に
し
て
思
え
ば
、
日
々

の
強
い
安
全
意
識
こ
そ
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
「
安
全
と
は
、
あ
ぶ
な
く
な
い
こ
と
。
無
事

で
あ
る
こ
と
。
第
一
と
は
、
最
も
優
れ
て
い
る
こ
と
。
最
も
大
切
な

こ
と
」
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
体
験
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。

「 就 業 を 通 し て 安 全 第 一 を 再 確 認 !」
高江 洲 徳秀 さん (山内中校地区)が 体 験発 表



特
別
講
話
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
沖
縄
警
察

署
交
通
対
策
課
の
吉
本
弘
一
さ
ん
が
講
師
を
つ

と
め
た
。

（３）令和元年８月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１４８号）

平成29年度～31年度 シルバー人材センター全国統一安全就業スローガン

「 事 故 防 止 、 急 ぐ な 、
あ せ る な 、気 を 抜 く な」

健 康 と 安 全 ・ 安 心
心 を 一 つ に

県シルバー人材センター連合も安全・適正就業推進大会開催

当センターから上原理事長ら役職員が参加

県シルバー連合主催の令和元年度シルバー人材センター安全・適正就業推進大会が７月

３日、浦添市てだこホール市民交流室で開催され、当シルバーセンターから上原秀雄理事

長以下、安全・適正就業委員や公園草刈Ｇ各リーダーなど１４人が参加した。大会は、県

シルバー連合事務局長による平成30年度安全・適正就業状況報告の後、中部徳洲会病院の

曽根史郎看護師長が「熱中症について」と題して講演を行った。（７面に講演概要を掲載）

令
和
元
年
６
月
30
日
現
在
、
県
内
で
起
き
た
人
身
事
故
発
生
件
数
は
１

８
３
２
件
、
負
傷
者
は
２
１
４
２
人
に
上
る
。
死
亡
事
故
は
９
件
で
、
二

輪
乗
車
中
６
件
、
歩
行
者
１
人
、
高
齢
者
３
人
。
夜
間
の
事
故
が
４
件
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
24
時
間
経
過
後
の
死
亡
３
人
、
30
日
以
内
死
亡

者
が
12
人
を
数
え
、
前
年
度
に
比
べ
発
生
件
数
は
い
ず
れ
も
軒
並
み
減
少

し
て
い
る
。
本
県
は
、
路
上
寝
・
泥
酔
者
１
１
０
番
件
数
が
多
い
。

平
成
30
年
に
お
け
る
人
身
事
故
の
類
型
と
し
て
追
突
が
１
５
７
４
件
、

出
会
い
頭
が
９
０
５
件
、
右
左
折
時
が
５
５
４
件
、
そ
の
他
１
４
０
１
件

と
な
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
・
油
断
・
気
の
ゆ
る
み
が
原
因
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
が
相
次
ぐ
中
、
特
に
交
差
点
で
の
出
会

い
頭
事
故
防
止
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
徐
行
」

や
「
一
時
停
止
」
で
し
っ
か
り
安
全
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
夕
暮
れ
や
夜
間
に
身
を
守
る
た
め
「
反
射
材
」
で
自
分
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
大
切
。

交
通
事
故
防
止
の
基
本
は

①
よ
く
見
る
（
車
に
は
死
角
が
あ
る
）
前

方
不
注
視
、
安
全
不
確
認
、
動
静
不
注
視

②
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

早
め
の
合
図
、
右
左
折
時
の
幅
寄
せ

③
危
険
予
測
運
転
（
運
転
中
遭
遇

す
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
確
認
）
学
校
や
公
園
周
辺
、
駐
車
車
両
の
陰
か
ら
の

飛
び
出
し

④
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
遵
守

⑤
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
の
意

識
を
持
つ

講特
話別

認
知
・
判
断
の
ミ
ス
が
事
故
招
く



（第１４８号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和元年８月５日（４)

美
東
・
東
中
校
地
区
（
饒
平
名
良
雄
地

区
長
）
は
６
月
19

日
、
比
屋
根
小
学
校

（
志
堅
原
敦
彦
校
長
）
の
下
校
時
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
梅
雨
時
の
蒸
し

暑
い
中
、
地
区
会
員
７
名
が
参
加
し
て
、

地
区
内
の
学
校
周
辺
や
通
学
路
を
見
回
っ

た
。
照
屋
勉
比
屋
根
小
教
頭
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
学
校
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
防
犯
意

識
も
高
ま
る
。
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

（写真前列右から）照屋勉教頭、饒平名良雄地区長、桑江

良次さん、新垣和子さん、義元得一さん、仲宗根昌栄さ

ん、喜屋武盛正さん、垣花常次さん

美東・東中校地区 地区
活動

比屋根小下校時安全パトロール
児童 の 安 全 を見 守 る

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
（
八
幡
勝
地
区
長
）

は
６
月
22
日
、
本
部
町
伊
豆
味
の
「
よ
へ
な
あ

じ
さ
い
園
」
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
会
員
や
そ
の
家

族
22
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
日
は
、
梅
雨
終
盤

の
折
か
ら
断
続
的
に
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
元

気
に
咲
き
誇
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
な
ら
ぬ
梅
雨
映

え
す
る
あ
じ
さ
い
に

皆
う
っ
と
り
。

梅雨空に映える花 あじさいを堪能
２ ２ 人が ピ ク ニッ ク
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美
東
・
東
中
校
地
区

地区
活動

美
東
・
東
中
校
地
区
（
饒
平
名
良
雄
地
区
長
）
は
６
月

30
日
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ウ
ル
で
今
年
度
１
回
目
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
２
ゲ
ー

ム
制
で
21
人
が
参
加
。
優
勝
は
女
子
が
小
底
君
子
さ
ん
、

男
子
は
１
９
７
点
の
ハ
イ
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
て

前
理
事
長
の
桑
江
良
哲
さ
ん
が
圧
勝
し
た
。

ボウリング大会で親睦交流・健康増進

美
里
中
校
地
区
（
金
城
吉
信
地
区
長
）
は
６
月
30
日
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ウ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
、
15
人
が
参
加
。
儀
間
泰
夫
さ

ん
と
石
川
正
松
さ
ん
が
ハ
ン
デ
ィ
な
し
の
２
ゲ
ー
ム
で
共
に
３
１
４
点
を
マ
ー

ク
、
各
ゲ
ー
ム
の
ス
コ
ア
差
が
僅
少
だ
っ
た
儀
間
さ
ん
が
優
勝
。

美
里
中
校
地
区

入 賞 者

優 勝 儀間 泰夫

準 優 勝 石川 正松

３ 位 池味 謙次

ラッキー７賞 砂川 晃一

ブービー賞 上 地 勇

入

賞

者

儀 間 泰 夫 さ ん が 優 勝

男 性 女 性

優 勝 桑江 良哲 小底 君子

２ 位 山城 正幸 外間 順子

３ 位 仲 西 弘 新城 正子

４ 位 川満三喜男 金城 京子

ラッキー７賞 義元 得一 -

ブービー賞 桑江 良次 -

10位（当日賞） 宮城 幸雄 -

20位（ 〃 ） 垣花 常次 -

優勝は桑江良哲さん

女子は小底君子さん

優
勝
し
た
儀
間
さ
ん
の
見

事
な
投
球
フ
ォ
ー
ム

見
事
！
高
得
点
で
男

子
優
勝
の
桑
江
良
哲

さ
ん
（
写
真
右
）
と

華
麗
な
フ
ォ
ー
ム
で

女
子
優
勝
の
小
底
君

子
さ
ん
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桑江良哲さん（美東・東中校地区）が受賞
～令和元年度市民憲章実践者表彰式～

沖
縄
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
主
催
の

「
令
和
元
年
度
市
民
憲
章
実
践
者
表
彰

式
」
が
５
月
27
日
、
市
民
会
館
中
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
で
前

理
事
長
の
桑
江
良
哲
さ
ん
（
美
東
・
東

中
校
地
区
）
が
「
交
通
安
全
対
策
活
動
」

の
分
野
で
表
彰
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
運
動
を
は
じ

め
、
交
通
安
全
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
に
密
着
し
た
諸
活
動
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
っ
た

桑
江
さ
ん
は
「
市
民
と
し
て
希
望
と
責

任
を
も
っ
て
今
ま
で
活
動
し
て
き
た
。

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

表彰状を手にする桑江良哲さん

第
４
回

理
事
会

各

項

目

と

も

減

少

続

く

ー
６
月
実
績
ー

令
和
元
年
度
第
４
回
理
事
会
が
７
月
23
日
、
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

７
人
（
男
性
５
人
・
女
性
２
人
）
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
７
月
23
日
現
在
の
会
員
数
は
５
５
６

人
（
女
性
２
１
４
人
・
男
性
３
４
２
人
）
と
な
っ

た
。
な
お
、
６
月
退
会
者
は
８
人
。

令
和
元
年
６
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５

４
９
人
で
25
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員

３
３
０
人
で
12
人
の
減
（
▲
３
％
）
、
就
業
延
人

員
３
７
０
１
人
で
３
５
１
人
の
減
（
▲
９
％
）
、

配
分
金
約
１
７
７
９
万
円
で
約
２
２
９
万
円
の
減

（
▲
12
％
）
、
契
約
金
額
約
２
２
１
６
万
円
で
約

２
６
０
万
円
の
減
（
▲
11
％
）
と
な
っ
た
。

（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

新
入

会

員

紹
介

７
月
23
日
付
で
７
人
（
女
性
２
人
・
男
性
５
人
）

が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

諸
見
里

伸
一

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

金
城

正
博

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

伊
礼
門

弘
次

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

宮
里

隆

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

當
山

静
子

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

玉
城

信
子

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

友
利

岩
雄

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

無

事

故

記

録

平
成
31
年
２
月
13
日
～

令
和
元
年
７
月
23
日
現
在

157日

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、

あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〟

・
開
催
日

令
和
元
年
８
月
28
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
８
月
26
日
（
月
）
ま
で
に

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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「
急
増
す
る
熱
中
症
」
《
前
編
》

水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
‼

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
温
調
整
に
支
障
を
き
た
し
て
起
こ
る
疾
患
や
障
害
の
総
称
で
、

熱
中
症
は
年
々
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
「
①
真
夏
日
、
猛
暑

日
、
熱
帯
夜
の
増
加
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

②
高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
、

経
済
的
困
窮
者
な
ど
熱
中
症
弱
者
と
い
わ
れ
る
人
の
増
加

③
熱
中
症
と
い
う
言

葉
の
認
知
度
が
上
が
っ
た
」
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

健

康

講

話

次号の《後編》は予防と対処法について掲載

・脱水症状のある人

・高齢者

・肥満の人

・過度の着衣の人

・普段から運動していない人

・暑さになれていない人

・病気の人（心臓病、高血圧の

ある人）

・がんばり過ぎる人

熱中症になりやすい人

高齢者の脱水兆候

・脱水症状の兆候

・喉の渇き

・口内の渇き、ねばつき

・ふらつき感や頭痛

・疲労感

・集中力の低下

・排尿の回数、尿量低下

・涙が出ない

・肌の乾燥

・めまい、失神、立ちくらみ

・筋肉痛、筋肉の硬直、筋肉のこむらがえり

・大量の発汗、高体温

・頭痛、気分の不快、吐き気、嘔吐、倦怠感、

虚脱感

・意識障害、けいれん、手足の運動障害

・住宅 40.9％

・道路 25.7％

・仕事場 9.3％

・公園、運動場 9.7％

・学校 5.5％

・コンビニ 5.4％

・その他 3.5％

・喉が渇いていなくても、１日を通じて水分を摂

るように勧める

・掴みやすく倒れにくい、丈夫なコップやグラス

に、高齢者の好きな飲み物を注いで、近くに置

いておく

・水分量の多い食事を提供する。スープ、アイス

キャンディー、ゼリーなど、水分量の多い食事

をできるだけ頻繁に摂れるようサポートする

中
部
徳
洲
会
病
院

曽
根
史
郎

看
護
師
長

熱中症の発生場所

熱中症を疑う症状

・18歳以下 12％

・19～64歳 40％

・65歳以上 48％（内65～74歳が

28％で75歳以上は72％に上る）

熱中症による搬送者数

就

業

日

報

を

提
出
し
て
！

就
業
日
報
は
、
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
事

務
局
に
提
出
願
い
ま
す
。

月
末
ま
で
作
業
し
た
人
は
、
翌
月
の
１
日

に
は
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

会
員
番
号
の
誤
記
入
が
無
い
よ
う
に
、
も

う
一
度
確
認
願
い
ま
す
。

高齢者への水分補給で
気をつけるポイント

体に入る水と体から出る水

体内に入る水分 体内から失われる水分

飲み物

約1200ml
体内で作

られる水

分量

約300ml

呼吸・蒸発

約900ml

食べ物

約1000ml

尿・便

約1600ml

１日に出入りする水分量は約2500ml(2.5L)

IN

IN OUT

OUT



・
９
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
23
日
（
金
）
午
前
10
時

理
事
会

・
28
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

（第１４８号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和元年８月５日（８)

編

集

夏
本
番
。
就
業
現
場
の
暑
さ
は
日
に
日
に

増
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
先
の
安
全
・
適

正
就
業
推
進
大
会
で
は
、
安
全
最
優
先
の
事

故
撲
滅
宣
言
と
と
も
に
熱
中
症
対
策
に
万
全

を
期
す
就
労
が
強
調
さ
れ
た
。
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
、
そ
れ
し
か
な
い
。
車
の
運

転
も
そ
う
だ
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
私
た
ち
S
C
会
員
に
は
他
人
事
で
は
な

い
。
車
社
会
の
本
県
で
は
車
は
欠
か
せ
な
い

だ
け
に
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下

な
ど
を
よ
く
自
覚
し
、
ま
た
運
転
技
術
の
過

信
に
な
ら
な
い
こ
と
も
大
切
だ
。

酷
暑
の
折
、
ご
自
愛
と
ご
健
勝
を
。

編

集

後

記

◇８月の予定◇

東
條

正
躬

大
城

博


